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藤の花を咲かせる取り組みについて  

 

当マンションの藤は、植えられてから 39年になるが、最初の 30年間は殆ど咲かず、咲

いても余り気付かれませんでした。８年程前、何とか咲かせようと幹に切れ目をつけたり、

肥料に気配りしたり、葉の整理(日

当たりを良くする)、エアーレイショ

ン等、色々手をつくしたが 2 年間

は中々効果が出ませんでした。  

手をかけて 3 年目に花が目立

つようになってきて、気が付いたの

は日当たりではないかと思い、思

い切って隣の秋楡（アキニレ）を大

きくカットしたところ、翌年かなり咲

きました。それからは年々房も大き

くなり、隣の白藤も刺激されてか咲くようになり、今年も楽しみです。結局、当方の場合、

日当たりが一番の要因ではなかったかと思います。  

  

手入れにつて  

・1，2月 作業なし  

・3月 どの葉にも光が当たるように（整枝剪定） 上旬まで  

・4月 開花  

・5月 花柄を落とし花後剪定（小枝の元から 3，4芽残して切り取る）  

ヒコバエ、やご（幹から出るツル）、徒長枝は元からカット  

藤は上に伸びる性質が強いので上向きの立ち枝を切るか棚に抑えつけて結束  

お礼肥 混合肥料  

・6月 この時期はもう切らない。どの葉にも日光が当たるようにする。  

    6月から 8月にかけて花芽が形成される。  

・7，8月 夏にツルはあまり切らない。１ｍ以上伸びたツルは先端だけを摘み取る。  

・9月 もう花芽が付き出す  

・10月 作業なし  

・11，12月 寒肥（油粕７ 骨粉３）11～1月までの間に  

      整枝剪定 徒長枝、ヒコバエをカット （花芽を確認し、一つの枝に花芽を４～5個）  

      枝のカットは必ず外芽の上でする。カットは枯れ枝、  

      混んでいる枝、ふところ枝、交差する枝、バランスの悪い枝、長すぎる枝の順でする。  


